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The Kansai Electric Power Co., Inc.

関西電力のビジョン（「ゼロカーボンビジョン2050」取組みの３つの柱）

①デマンドサイドのゼロカーボン化 ②サプライサイドのゼロカーボン化 ③水素社会への挑戦

CCSの取組

〇当社は2021年2月に関西電力グループ「ゼロカーボンビジョン2050」を策定
〇CO2ゼロを目指した取り組みの一つとして、CC(U)Sの取組についても検討中
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

関西電力 サプライサイドのゼロカーボン化

〇サプライサイドのゼロカーボン化は、「再エネ」「原子力」「ゼロカーボン火力」「水素」の各分野に取り組む
〇「ゼロカーボン火力」においては、ゼロカーボン燃料とCC(U)Sの取組を推進
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関西電力 CCSに関する検討状況

〇関西電力では、1990年台に三菱重工業㈱との共同研究によりCO2吸収液「KS-1」を開発
〇以降、取組深化により、CCSのバリューチェーン構築に向けた検討を推進

時期 件名 取組概要

1990年代 三菱重工業㈱とのCO2分離・回収技術の開発研究
化学吸収法によるCO2分離回収技術の開発研究に取り
組み（1994年に吸収液「KS-1」を開発）

2022年

関西電力株式会社、株式会社INPEX間での「ゼロカー
ボン燃料・CCSにおける協業検討に関する覚書」の締結
について

㈱INPEXとのゼロカーボン燃料・CCSに係る共同検討

CO2回収および輸送に関する調査委託業務契約の締結 CO2回収および輸送に関するJOGMEC委託調査

2023年

三井物産とCCS事業性調査に関する覚書締結 三井物産㈱とのCCSバリューチェーンに係る共同検討

豪州Woodside社とのCCS事業評価等に係る覚書締
結

Woodside Ltd.とのCCSバリューチェーンおよび合成メ
タン製造等に係る共同検討

コスモエネルギーホールディングスと関西電力による堺泉
北エリアでのCCSバリューチェーン構築に向けた共同検討
開始

コスモエネルギーホールディングス㈱とのCCSバリュー
チェーンに係る共同検討

関西電力とJFEスチールによるCCS事業の共同検討・調
査に関する覚書締結

JFEスチール㈱とのCCSバリューチェーンに係る共同検討

関西電力と商船三井によるCCSバリューチェーン構築に
向けた液化CO2船の設計等に係る業務委託契約締結

㈱商船三井への液化CO2船の設計等に係る委託検討

関西電力と川崎汽船によるCCSバリューチェーン構築に
向けた液化CO2船の設計等に係る業務委託契約締結

川崎汽船㈱への液化CO2船の設計等に係る委託検討

取組の深化

4~5

6~7

https://www.mhi.co.jp/technology/review/pdf/481/481024.pdf
https://www.kepco.co.jp/corporate/notice/notice_pdf/20220419_1.pdf
https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2022/pdf/20220920_1j.pdf
https://www.kepco.co.jp/corporate/notice/notice_pdf/20230118_1.pdf
https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2023/pdf/20230905_1j.pdf
https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2023/pdf/20231013_1j.pdf
https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2023/pdf/20231019_1j.pdf
https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2023/pdf/20231114_2j.pdf
https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2023/pdf/20231114_1j.pdf
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南港発電所 三菱重工業㈱とのCO2分離・回収技術の開発研究

・処理ガス
・処理ガス量
・CO2回収率
・回収CO2純度
・CO2回収量
・設置年

： 天然ガス燃焼ボイラ排ガス
： 600m3

N/時（約200kW相当）
： 90%（設計値）
： 99.9%
： 2 t/日
： 1991年

南港発電所

〇1990年代より三菱重工との共同研究で南港発電所に排煙脱炭パイロットプラントを設置し、アミン吸
収液「KS-1」を共同開発

〇アミン吸収液「KS-1」は世界各国の商用プラントで用いられており、米国では4,776t/日の回収プラン
トが存在 → 至近では性能向上したアミン吸収液「KS-21」をリリース

※設備更新のための事業性評価を実施中

現状 設備更新（計画）

発電方式 汽力発電方式 コンバインドサイクル方式

出力
180万kW

（60万kW×3基）
約180万kW

（約60万kW×3基）

発電効率
（LHV）

約44% 約63%

https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2023/pdf/20230320_1j.pdf
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姫路第二発電所 三菱重工業㈱とのCO2分離・回収技術の開発研究

〇三菱重工業㈱との南港発電所での開発研究に続き、液体アミン型CO2分離・回収システムのパイロット
スケール試験設備（5t/日規模）を姫路第二発電所内に建設し実証試験に取り組む

〇2025年度から実証試験を開始し、コンバインドサイクル発電方式に適応したCO2回収プロセスや、さらに
高性能な吸収液の開発を目指す

【CO2回収プロセス】

【試験設備の設置イメージ】【事業概要】
・事業期間 ：2025年度開始（終了時期未定）
・実施場所 ：関西電力株式会社 姫路第二発電所（兵庫県姫路市）

【役割分担】
・関西電力：パイロットスケール試験設備の設計・実証試験に関する助言等、

試験設備の運転に必要となるエネルギー等の供給
・三菱重工：パイロットスケール試験設備の設計・建設、実証試験
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関西電力 CO2バリューチェーンの構築に向けた検討

CCSバリューチェーンの共同検討

出典：RITE 一部加工（https://www.rite.or.jp/Japanese/project/tityu/ccssystem.html）

分離回収CO2排出 液化貯蔵 船舶輸送 貯留

〇CO2排出者から、CO2を分離回収し、輸送~貯留までの一連のCCSバリューチェーンの構築を検討
〇関西電力では、関係各社との共同検討により、各社の強みやインフラの共有・合理化など、シナジー効果
も含めた検討を行う

※プレス済のみを掲載
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堺泉北エリア コスモエネルギーホールディングス㈱との共同検討

〇コスモエネルギーホールディングス㈱と共同にて、堺泉北エリアでのCO2を分離・回収し、共同で液化・貯
蔵したのちに貯留地に出荷するまでのCCSバリューチェーンの設計および経済性の評価を実施

〇また、液化CO2の輸送方法、および貯留候補地の実現性や経済性に関する調査も実施
〇液化・貯蔵・出荷設備を両社で共同検討することで、より大規模で効率の良い設備形成を目指すもの

吸収塔 再生塔

受入基地 CO2圧入液化・一時貯蔵 CO2船舶輸送

吸収塔 再生塔

出荷桟橋CO2分離・回収事業所（関電）

事業所（コスモ） CO2分離・回収

CO2パイプライン

【検討概要】
・両社が堺泉北エリアで運営する事業所から排出されるCO2の回収に係る検討
・各事業所から回収したCO2の液化・一時貯蔵に係る検討
・各事業所構外におけるCO2の導管（パイプライン）輸送に係る検討
・出荷桟橋からの液化CO2の荷積みに係る検討
・堺泉北エリアから貯留候補地までの輸送方法や貯留候補地の調査


